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のCろは やテレピ@ 記いろいろ ~l してくる O ル」 これらの

のそデんとなった

こ0) 3部からなち F 第 i

しあててみるのにも F こ

iと

かもしれない O

ておち?マンモスの弓

か p カバ?サイ，夕、、チョウに1tJ.tこ るO 第 2 は

に現われた陸接@本棲@肉

の祖先が描かれている O

など F

78トン るプラキオサウノレスから? a ワ

ニ@惜の祖先といわれている 1 m-余の小じんまりしたチコドントに宣るまで F そ は

土済々 O 第 3部は古生代にさかのぼる O

サソリ〉などの先祖が措かれている O

太古の動物などがどのように環境に順応して自らの体形をかえ?進化していったかを調べたい

には，この本に掲げられている多くの思表がお手伝い脅してくれる O 進化の問題iζ余り興味のな

は，犯人を探し求めるシャロックホームズよろしく p 太吉の動物の骨格や諸器管の特徴やミ

イラや氷づけになった生体などを手がかりに F 動物たちがどのような習性をもら?どのようにして

外敵とたたかし¥どのようなものを食べて子孫を残し，どのような環境のもとで生活していたかを

探究し?想橡されることをおすすめする O この本は動物たちが生きていた時代の光影を頭K措くの

@腿虫類や無脊椎動物(ゴキブリ a トンボ@

に手助けをしてくれ p 読者を自由な幻想の世界へみらびいてくれるであろう o (四六版 210

380円， 42年 9月，徳間害賠)

く新刊紹分>

井節夫.

。
本にも象会ぜいたニろ今

(岩波新書 645) 

今日の日本には象は住みついていない O しかしながら日本の国土からは突にさまざまな象の化石

が発見されている O このことから日本にもかつては象の繁栄した時代があったことが推測される O

わが国における鴫乳動物化石代関する権威者として?また野尻湖底の発掘調査の推進者と

して知られる著者Kよってまとめられたもので p 全5章で構成されている O 第 1章 H 日本にも象が

いたグでは竜骨が象の化石でゐることが明らかにされた経緯 p 毘本における化石象の研究とそれに

まつわるいくつかの謎について述べられている。特に野尻湖底の発揮を通して?高方系のナウマン

象が最終氷期の極相〈約 20000年前)の寒冷気候の中で F 生き延びていたことが明らかにぶれた

ことが注目ぶれる O

立章グ象の生活はどのようなものかグでは象の鼻?象の体 F 象の歯 p 象の生活など p 象iζ

る興味ある話題が取上げられている O 現在の象の留は水平交換であるが F 古い型の化石象では

永久歯の区別があり p 垂直交換をしていたこと p 死期を察した象の集まるという「象の墓場 iはな

いらしいなど p 興味深く書き進められている O

第亜章ではグ象はどのように進化して来たかグが取上げられ，象の進化は体の大型化乱開の骨の長

大化?指骨の巾の増大と長さの短縮 F 頭蓋の大化とそれに伴う頭部の短縮?下顎の伸長 9 鼻の伸長，
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2切畿の犬詣化 p 臼蕗の大型化などが， し合いながら F 段階的@飛鰹的にお

こ伝われたと述べている O

第N章グ象の化石奇ぷぐるグでは化石の発見から，その発掘 p 復元にいたる過程について述べら

れ F 化石像の復元とは形についてのマグロの世界から F そこに残ぷれた組織や細胞?ぷらに分子@

原子というミクロの世界に生命の働きのあとを求め?それら告一個体の生物体に復元することだと

述べている。

V章グ象の来た道グでは日本代住みついたもっとも古い陸生の晴乳類から現代型の象〈エレフ

ァス)にいたる各種の象が事移り変る日本の自然、の中でどのよう K適応し，またどのよう K生活の

場を移し F あるいは滅んでいったかを描いている O 日本におけるナウ?ン象の化石の分布を見ると?

ウノレム氷期以前には瀬戸内湯席辺?東京地方，東京湾周辺など海岸地域iとおもに住んでいたが，ウ

ルム氷期には中部日本の標高 700m，もの高原地帯や東北日本内陸部と裏日本?ぷら iと北海道iと住む

ようにぷえなった O これについて著者は寒冷な気候のもとでの人類の生活の場が温暖で獲物の多い

太平洋沿岸域代集中したために，ナウマ γ象の生活の場が高原地帯や内陸の湖沼地帯へ移動したの

ではなし 1かと推定している o (新書抜 197ページ， 150円， 42年 5月?岩波書!吉〉

静間@清水地域の地質@地盤図の発事IJ，/ 

ζのたび?静岡高

域の詳綿な

線の

ています O また?

(縮尺 25， 000分の 1) 

e 静岡

ならびにその説

よび関係諸官庁@諸国体の協力iとより p 静清地

発刊ぶれました③東名高速道路や東海道新幹

， 880本におよぶ多くの試錐の資料にもとづいて p 沖積平野の

これはわが国でも稀な異彩を放っ企画で?本刊行物の特徴の iつとなっ

は 540本の試錐Kよる地質柱状図が収録ぶれていますので p 地盤図と併

せて?産業開発 e 都市建設などにともなう

す。説明書には静清地域の地形発達史?

に直らに役立つものと信じていま

F 化石など p 地学教材や研究資料と

りでなく F 小学校から大学iζ至るまでの

めします。

して豊富な内容が含まれています。関係会社@

教育機関@研究室などにぜひ備えて活用ぶれるようお

1 25.000分の l静岡清水地域地質!翠@地質断面図(多色蹴 F 横 104cm，縦 745cm)

2 25，000分の i静岡清水地域地盤図(多色刷， 1 0 4 x 7 4. 5 cm，沖積層断面図?等N値線 j

3 25，000分の i ーリング地点図(104 X 74.5 cm ，沖積:J;古代 1m，毎の等高線〉

4 静岡 e 清水地域の地質 明書一 ( A 5判， 232頁 F 地形@地震?地盤? 地下資

j原 i地下水@河川

申込先

頒布価格

@十然、ガス@温泉@鉱泉)

静岡市呉服町 2丁目 5のは 静岡

l組 1，500円(送料頒布元負担)

代金を添えて にお申込み下ぷい。
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